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「「山形県米沢栄養大学と県立病院栄養管理部門の連携」による
病院栄養管理業務の効果検証に向けての連携 NST 効果検証」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寒河江　豊　昭
　　実施期間：平成29年４月１日～平成30年３月３１日　
　　担当教員：寒河江豊昭　
　　連携機関：県立こころの医療センター
１．はじめに
　平成26年10月に本学と山形県病院事業局、県立病院との連携委員会が発足し、栄養管理
の事業としてＮＳＴ効果検証があった。平成29年度より「ＮＳＴ活動の効果を検証」は本
事業の目的は達成されたとして除外された．しかしＮＳＴ活動の基本とする「適正な栄養
設定方法の検討」は結論を得ていない。経過措置として，28度、29年度を基礎資料作成の
ためヒト試験によるデータ収集およびＮＰＣ／N 比の検証をおこなった。
２．エネルギー量に対するタンパク質量算定の根拠
　（1）患者の栄養量（エネルギー量設定とタンパク質量）設定方法の検証
　患者個々の栄養量設定は，臨床の現場では一般的にハリスベネディクトの式で求めた
基礎代謝に対してＬｏｎｇの式を用いて、活動係数、損傷係数を加味して、₁日に必要
となるエネルギー量を設定する。この場合、タンパク質量は、学会ガイドラインや損傷
係数を参考にタンパク質量を設定する。この算定方法は、エネルギー量とタンパク質量
の設定が別々の指標により蹴ってされる方法であり、本来は、タンパク質量が燃焼に回
らないために糖質と脂肪でエネルギーを担保するべきである。このタンパク質がエネル
ギーに回らない関係を検証するために、NPC／N 比の設定によるタンパク質量算定方
法の検証をおこなった。
　基礎データおよび倫理審査
①　健康な成人を対象に、呼気、Ｉｎｂｏｄｙ、活動量計により一日のエネルギー
必要量を算　定する。
②　被検者の選定・エネルギー必要に対して NPC／N 比によるタンパク質量を算定
する。
　　タンパク質算定式
　　タンパク質量＝ TEE ÷（NPC／N 比×0．16＋₄）
③　NPC ／ N 比　50・100・150・250・300で設定
④　検査センターからの結果報告
　（2）NPC ／ N 比の検証
　NPC／N 比はタンパク質の効率的な利用を目的に，タンパク質と非タンパク質エネ
− 14 −
ルギー量の比を示した指標である。段階的に設定した NPC / N 比の栄養量を投与した
場合、その検証を尿中窒素にて分析をおこなった。
（3）今後の活動
　平成28、29年度の基礎調査に基づき、一定のエネルギー量に対してタンパク質を変動
させた場合の窒素出納の検証をおこなう。本研究は日本病態栄養学会にて発表予定。
